
　
エ
コ
ー
ル
流
通
グ
ル
ー
プ

（
渡
部
秀
嘉
社
長
、
東
京
都
）、

エ
コ
ー
ル
事
務

機
チ
ェ
ー
ン
、

エ
コ
ー
ル
・
ス

テ
イ
シ
ョ
ナ
ー

ズ
・
チ
ェ
ー
ン

は
、
１
月
16
、

17
日
、
東
京
・

平
和
島
の
東
京

流
通
セ
ン
タ
ー

で
、「
伝
統
と

革
新
が
織
り
な

す
新
時
代
の
カ

タ
チ
」
を
テ
ー

マ
に
、「
第
１

２
２
回
エ
コ
ー

ル
春
の
大
見
本
市
」
を
開
催
し

た
。

　
初
日
は
山
手
線
・
京
浜
東
北

線
の
停
電
に
よ
る
運
転
停
止
・

遅
延
が
発
生
す
る
ア
ク
シ
デ
ン

ト
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
午
後
か

ら
は
来
場
数
も
増
え
て
ほ
ぼ
計

画
通
り
の
１
４
１
１
店
２
２
３

６
人
が
来
場
、
目
標
を
上
回
る

売
上
高
47
億
５
０
０
０
万
円
を

達
成
し
た
。

　
初
日
の
開
会
式
で
、
渡
部
社

長
は
「
１
９
６
４
年
に
始
ま
っ

た
大
見
本
市
は
今
回
で
第
１
２

２
回
目
を
数
え
、
様
々
な
伝
統

を
受
け
継
い
で
き
た
。
こ
の
伝

統
を
革
新
し
な
が
ら
次
代
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
今
回
は
特

別
企
画
と
し
て
、『
む
か
し
の

文
具
・
紙
製
品
』
コ
ー
ナ
ー
を

新
設
、
懐
か
し
い
興
味
深
い
商

品
を
多
数
展
示
し
て
い
る
。
イ

ベ
ン
ト
館
と
共
に
集
客
の
た
め

の
仕
掛
け
づ
く
り
に
な
る
と
思

う
。
世
の
中
に
似
た
よ
う
な
商

品
が
溢
れ
て
い
る
中
で
、
い
か

に
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

か
が
重
要
。
商
品
の
性
能
・
品

質
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、

商
品
の
歴
史
も
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
と
な
り
、
時
代
の
変
化
に

合
わ
せ
て
進
化
し
た
商
品
の
魅

力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
今
年

の
干
支
『
丙
午
』
は
勢
い
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
活
動
的
な

年
と
な
る
と
い
わ
れ
る
。
業

界
最
初
の
こ
の
大
見
本
市
で
、

ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
ジ
ャ
ン
プ
の

最
初
の
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出

し
、
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
か

け
て
、
ウ
マ
く
い
く
年
と
し
た

い
。
Ｅ
Ｃ
に
は
な
い
リ
ア
ル
の

展
示
会
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
実
際

に
商
品
を
見
て
、
触
れ
て
、
試

し
て
も
ら
い
、
お
客
様
と
新
し

い
発
見
や
感
動
を
直
に
共
有

し
、
顔
を
合
わ
せ
て
の
や
り
と

り
が
で
き
る
と
こ
ろ
。
今
日
一

日
、
弊
社
社
員
も
全
力
で
販
売

店
様
の
ア
テ
ン
ド
を
行
う
。
来

場
者
の
満
足
度
を
高
め
、
後
の

商
談
に
つ
な
が
る
成
果
を
上
げ

た
い
」
と
挨
拶
。

　
続
い
て
、エ
コ
ー
ル
賛
助
会
・

高
津
敏
明
幹
事
長
（
ニ
チ
バ
ン

社
長
）
の
祝
辞
、
中
野
出
穂
見

本
市
実
行
委
員
長
（
東
京
エ

コ
ー
ル
専
務
）
が
開
会
宣
言
を

行
い
、
主
催
者
と
来
賓
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
会
し
た
。

　
展
示
会
場
に
は
有
力
メ
ー

カ
ー
１
１
４
社
が
春
の
商
戦
に

向
け
て
、
新
製
品
や
売
れ
筋
商

品
、
提
案
商
材
を
豊
富
に
出

展
。
さ
ら
に
出
展
社
横
断
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
触
っ

て
試
せ
る
商
品
展
示
」
や
「
商

品
開
発
・
製
造
の
秘
話
を
紹
介

し
た
展
示
パ
ネ
ル
」（
新
企
画
）

を
行
い
、
販
売
促
進
に
つ
な
げ

た
。

　
新
企
画
の
特
別
コ
ー
ナ
ー
で

は
、「
む
か
し
の
文
具
・
紙
製

品
」
と
題
し
て
、
大
正
か
ら
昭

和
中
期
に
か
け
て
取
り
扱
っ
て

い
た
文
具
・
紙
製
品
や
、
当
時

の
セ
ー
ル
ス
が
営
業
活
動
に
使

用
し
て
い
た
商
品
見
本
の
一
部

を
紹
介
、
来
場
者
の
注
目
を
集

め
た
。

　
注
目
の
イ
ベ
ン
ト
館
は
、
Ｆ

ホ
ー
ル
２
階
入
口
で
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ

　
Ｕ
Ｐ
企
画
」
を
行
い
、
シ
ー

ズ
ン
性
や
ト
レ
ン
ド
に
合
っ
た

商
材
を
、
導
入
し
や
す
い
セ
ッ

ト
で
提
案
。

　
ま
た
、「
見
て
触
っ
て
！
話

題
の
文
具
」
エ
リ
ア
の
「
シ
ー

ル
提
案
＆
手
帳
Ｄ
ｅ
ｃ
ｏ
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
ク
ラ
フ
ト

パ
ン
チ
日
記
」
の
体
験
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
売
れ
筋
の
手
帳

回
り
商
材
を
提
案
。

　「
未
来
を
創
る
防
災
の
カ
タ

チ
」、「
明
日
か
ら
使
え
る
あ
の

話
・
こ
の
商
材
」
エ
リ
ア
で
は
、

近
年
増
え
て
い
る
地
震
や
自
然

災
害
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
対
策

と
な
る
商
材
を
提
案
、
熱
心
に

説
明
を
聞
く
来
場
者
の
姿
が
目

立
っ
た
。

　
併
催
イ
ベ
ン
ト
の
シ
ョ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
は
文
房
具
の
魅
力
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
か
ら
防
災
ま
で
、

最
新
ト
レ
ン
ド
に
沿
っ
た
旬
の

講
演
テ
ー
マ
を
、
２
日
間
で
５

本
を
用
意
、
各
回
と
も
満
員
の

盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。

　
シ
ョ
ウ
ワ
ノ
ー
ト
株
式
会
社

（
片
岸
茂
社
長
、
東
京
都
）
は
、

12
月
20
、
21
日
、
千
葉
の
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
、
ジ
ャ

ン
プ
マ
ン
ガ
の
魅
力
が
詰
ま
っ

た
毎
年
恒
例
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
「
ジ
ャ
ン
プ
フ
ェ
ス
タ
２
０

２
５
」に
シ
ョ
ウ
ワ
ノ
ー
ト（
Ｐ

Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｐ
）ブ
ー
ス
を
出
展
、

会
場
限
定
の
お
み
く
じ
が
人
気

で
、
多
く
の
来
場
者
を
集
め
て

い
た
。

　
限
定
お
み
く
じ
は
お
み
く
じ

カ
ー
ド
と
ク
リ
ア
カ
ー
ド
入

り
。「
ハ
イ
キ
ュ
ー
!!
」「
新
テ

ニ
ス
の
王
子
様
」「
銀
魂
」「
黒

子
の
バ
ス
ケ
」「
怪
獣
８
号
」

の
作
品
を
用
意
。「
黒
子
の
バ

　
三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
（
数
原

滋
彦
社
長
、
東
京
都
）
は
、
11

月
18
～
20
日
日
に
名
古
屋
市
の

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
（
愛
知
県
産

業
労
働
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
さ

れ
た
「
第
66
回
電
池
討
論
会
」

で
、
現
在
、
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
ド
ラ
イ
電
極
」
に
関

す
る
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。

　
ド
ラ
イ
電
極
の
プ
ロ
セ
ス

は
、
従
来
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
と
は
異
な
り
溶
剤
を
使
用

せ
ず
、
ま
た
、
電
極
作
成
時
の

乾
燥
工
程
を
省
く
こ
と
が
で
き

る
、
環
境
に
優
し
く
コ
ス
ト
削

減
に
も
つ
な
が
る
新
た
な
技
術

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
文
具
女
子
博
実
行
委
員
会

（
日
販
セ
グ
モ
株
式
会
社
、
株

式
会
社
エ
ム
デ
ィ
ー
エ
ス
）は
、

３
月
５
～
８
日
の
４
日
間
、
大

阪
市
住
之
江
区
の
大
阪
南
港
Ａ

Ｔ
Ｃ
ホ
ー
ル
で
、
文
具
の
即
売

イ
ベ
ン
ト
「
文
具
女
子
博
ｉ
ｎ

大
阪
２
０
２
６
」を
開
催
す
る
。

　
開
催
テ
ー
マ
「
今
日
、
ど
れ

に
す
る
？
文
具
コ
ー
デ
」
の
も

と
、
文
具
を
“
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
よ
う
に
気
分
で
選
ぶ
楽
し

さ
”
を
提
案
。
筆
記
具
・
マ
ス

キ
ン
グ
テ
ー
プ
・
ス
タ
ン
プ
・

Ｅ
Ｒ
Ｇ
・
渡
部
社
長
（
左
よ
り

２
人
目
）
と
中
野
見
本
市
実
行

委
員
長
（
中
央
）
ら
実
行
委
員

　
株
式
会
社
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
藤
﨑
文
男
社

長
、
東
京
都
）
の
未
来
創
造
実

験
室
「
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
（
ピ

ラ
ボ
ッ
ト
）」
は
、
１
月
20
日
、

東
京
・
港
区
赤
坂
の
ベ
ク
ト
ル

ラ
ウ
ン
ジ
で
、
新
商
品
「
Ｔ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
　
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
タ
イ
ム

ベ
ー
ス
）」
の
メ
デ
ィ
ア
体
験

会
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
色
の
変
化
を
体
験

で
き
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
や
、
開
発
背
景
の
紹
介
、
実

際
の
使
用
シ
ー
ン
を
想
定
し
た

体
験
展
示
を
行
い
、“
待
つ
時

間
”
そ
の
も
の
を
愉
し
む
プ
ロ

ダ
ク
ト
体
験
を
提
供
し
た
。

　
未
来
創
造
室
・
古
謝
将
史
室

長
は
「
未
来
創
造
室
は
２
０
２

３
年
７
月
に
発
足
し
、
技
術
起

点
で
は
な
く
『
価
値
起
点
』
で

企
画
を
組
み
立
て
、
遠
い
社
会

課
題
や
流
行
よ
り
も
メ
ン
バ
ー

自
身
の
日
常
の
実
感
・
疑
問
・

ひ
ら
め
き
を
起
点
に
す
る
姿
勢

を
大
切
に
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｉ
Ｌ

Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
の
取
り
組
み
か
ら
新

事
業
を
生
み
出
す
こ
と
が
目
標

で
あ
り
、
新
商
品
も
メ
ン
バ
ー

個
人
の
生
活
の
中
で
感
じ
た
想

い
が
出
発
点
と
な
り
開
発
し
て

い
る
。
価
値
を
ベ
ー
ス
に
企
画

を
進
め
て
い
っ
た
結
果
、
既
存

の
技
術
に
再
び
行
き
着
い
た
点

も
注
目
し
て
ほ
し
い
」と
説
明
。

　「
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
　
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」

は
同
社
独
自
の
「
温
度
で
色
が

変
わ
る
」
イ
ン
キ
技
術
と
、
伝

統
工
芸
・
有
田
焼
の
融
合
に
よ

り
生
ま
れ
た
新
し
い
イ
ン
テ
リ

ア
。
お
湯
を
注
い
だ
瞬
間
か
ら

色
が
変
わ
り
、
時
の
移
ろ
う
さ

ま
を
視
覚
的
に
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
表
面
に
は
、
同
社

が
独
自
に
開
発
し
た
温
度
変
化

で
イ
ン
キ
の
色
が
変
わ
る
イ
ン

キ
「
メ
タ
モ
カ
ラ
ー
」
を
塗
装

し
、
有
田
焼
の
職
人
が
一
つ
ひ

と
つ
作
り
上
げ
た
磁
器
と
融
合

さ
せ
、「
時
の
流
れ
」
を
視
覚

的
に
楽
し
め
る
イ
ン
テ
リ
ア
と

し
て
誕
生
し
た
。
　

　
株
式
会
社
キ
ン
グ
ジ
ム
（
木

村
美
代
子
社
長
、
東
京
都
）
初

の
女
性
拠
点
長
と
し
て
、
渡
邊

花
帆
さ
ん
が
広
島
営
業
所
所
長

に
就
任
し
た
。

　
渡
邊
所
長
は
岡
山
市
出
身
。

２
０
１
７
年
に
キ
ン
グ
ジ
ム
に

入
社
し
、
大
阪
支
店
、
東
京
量

販
部
を
経
て
広
島
営
業
所
に
配

属
。
入
社
10
年
目
で
所
長
に
就

任
し
た
。

　
入
社
の
動
機
に
つ
い
て
は
、

「
幼
い
こ
ろ
か
ら
文
具
店
で
見

つ
け
た
筆
記
具
や
シ
ー
ル
、
メ

モ
帳
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
時
間
が

好
き
だ
っ
た
こ
と
と
、
中
学
・

高
校
は
吹
奏
楽
部
、
大
学
は
体

育
会
ヨ
ッ
ト
部
な
ど
、
部
活
動

で
学
ん
だ
経
験
を
仕
事
に
生
か

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
。
キ
ン
グ
ジ
ム
の
“
自
社
商

品
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
づ
く

り
”
と
“
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

で
き
る
環
境
”に
魅
力
を
感
じ
、

入
社
を
決
め
た
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
仕
事
を
す
る
う
え
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、「
同

行
販
売
な
ど
現
場
で
得
た
気
づ

き
や
学
び
を
水
平
展
開
し
、
次

の
提
案
に
生
か
す
こ
と
を
心
が

け
て
い
る
」。

　
目
指
す
姿
に
つ
い
て
は
、「
現

場
に
近
い
立
場
で
活
動
す
る
こ

と
を
意
識
し
、創
造
性
を
高
め
、

少
し
で
も
新
し
い
“
波
”
を
起

こ
せ
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き

た
い
」
と
し
、
現
場
力
を
重
視

す
る
木
村
社
長
の
「『
凪
に
波

を
立
て
る
』『
現
地
現
物
現
場

力
』
と
い
う
言
葉
に
は
共
感
す

る
部
分
が
多
い
」
と
話
す
。

　
キ
ン
グ
ジ
ム
の
「
推
し
」
は
、

「
社
員
は
個
性
豊
か
で
温
か
い

雰
囲
気
な
の
が
魅
力
。
尊
敬
す

る
身
近
な
上
司
が
、
や
り
た
い

こ
と
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
。

営
業
所
の
メ
ン
バ
ー
も
親
切
で

協
力
的
な
の
で
、
大
変
助
か
っ

て
い
る
」。

　「
推
し
」
の
商
品
は
「『
Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ｔ
Ａ
』。
入
社
時
に
こ
の
商

品
の
発
売
情
報
を
聞
い
た
と
き

に
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
の
を
覚
え

て
い
る
。
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
拡

充
さ
れ
、
長
く
愛
さ
れ
続
け
て

い
る
商
品
」
と
、
自
社
商
品
に

対
す
る
愛
を
語
る
。

ス
ケ
」
で
は
、「
雨
上
が
り
」

が
テ
ー
マ
の
新
規
描
き
お
ろ
し

イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
た
限
定
お

み
く
じ
が
登
場
、
人
気
を
集
め

た
。

ノ
ー
ト
・
イ
ン
ク
な
ど
５
万
点

以
上
の
文
具
が
集
結
す
る
。
さ

ら
に
会
場
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
も

多
数
予
定
し
て
い
る
。

　
業
界
関
連
の
出
店
ブ
ラ
ン
ド

は
、エ
ッ
グ
ン
ワ
ー
ク
ス
、カ
ー

ル
事
務
器
、学
研
ス
テ
イ
フ
ル
、

呉
竹
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
、

サ
ン
ス
タ
ー
文
具
、サ
ン
ビ
ー
、

シ
ヤ
チ
ハ
タ
、
Ｔ
Ａ
Ｇ
　
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
、
日
本
理

化
学
工
業
、
フ
エ
キ
糊
、
マ
ル

ア
イ
、
マ
ル
マ
ン
、
ミ
ド
リ
、

Ｍ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｘ
、
ヤ
マ
ト
な
ど
。

新時代のカタチ提案

キ
ン
グ
ジ
ム
に
初

の
女
性
営
業
所
長

ピ
ラ
ボ
ッ
ト
に
新
商
品

メ
タ
モ
イ
ン
キ
を
活
用

パ

イ

ロ
ッ
ト

ジ
ャ
ン
プ
フ
ェ
ス

タ
に
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